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◆広島経済大学 社会人対象講座キャリアアップ・プログラム◆ 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/careerup/index.html 

◇広島経済大学 カルチャー講座◇ 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/culture/index.html 

 

◇キャリアアップ・プログラム講師のリレーコラム◇ 

「これから先、どうしたらいいのか？」 

キャリアアップ・プログラム 1 学期「女性のための初歩からの投資（入門編）」、2 学期「女性のための投資

（基礎編）」講師 広島経済大学 経済学部経営学科 教授 糠谷英輝 

 

   これから先、日本や世界はどうなるのだろう。そこまでほとんど考えることなく過ごしているのが普通だが、

最近、どうも考えるというか、考えさせられることが多くなってきた。IT 技術の発展等によって、今後の社会は

大きく変わっていく。少子高齢化が進展し、日本社会の姿はさらに大きく変わるだろう。さらに世界的に保護

主義色が強まる一方で、米国一極体制も終わるかもしれない。自分も平均寿命まではまだ 20年以上あるの

で、どうなるのだろうと、つい心配してしまうのだ。 

 さて、生活していくには先立つもの「お金」が必要だが、平成 29 年の調査では、「金融資産ゼロ世帯」が

31％となり、この比率は平成に入って、ほぼ一貫して上昇している。また現在のペースで高齢者に年金を払

い続ければ、2033年には厚生年金の積立金、37年には国民年金の積立金が枯渇し、年金財源が尽きると

の試算もある。こうした厳しい状況を踏まえて、政府は、「自助努力で資産を形成して下さい」と投資教育の

重要性を静かに主張している。「政府に頼らないで下さい、頼っても無駄ですよ」とはなかなか言えないので、

主に業界団体などを使って発信している。 

 金融資産形成の重要性は分かるとしても、そこには様々な問題も併存している。資産形成を行うにはその

資金が必要だが、所得が上がらず、資産形成に廻せる資金があまりない。人手不足の時代で、これから所

得が上がっていくのだろうか。見通しは明るくない。企業としては人件費をなるべく増加させたくない。そのため

AI 導入等でカバーしていき、必要な労働力を減らす方向に動く。AI でカバーされる仕事と AI を使ってさらに

利益を高める仕事。勢いこれまで以上に収入の格差は拡大していくように思われる。さらに自助努力と言わ

れながら、税金や社会保険料の負担は上がっていく。結果的に、資産形成が出来ない世帯もさらに増加して

いくのではないか。 

 仮に資産形成に廻せる資金を確保できたとして、資産形成のためには、通常は長期・積立・分散投資を行

うことになるが、高成長の期待できない日本では金利が低い状態が恒常化しよう。投資収益を上げて、資産

形成を高めていくためには、株式投資などリスクを取っていかないとならない。しかし経済・社会が大変革する

中では、そもそもどの企業が生き残っていくのか（どの銘柄を買えばいいのか）を見極めるのは難しい。 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/careerup/index.html
http://www.hue.ac.jp/visitors/local/culture/index.html


 こう考えてくると八方塞がり状態に陥ってしまう。万人に平等な投資環境（所与の前提と考えるしかない）の

下で、金融投資は、済々粛々と行っていくしかない。それよりも日常生活の方をもっと考える必要があるだろ

う。AI 等の進展によって、生活環境が変わっていけば、それが精神的にストレスとなっていくことは間違いな

い。ストレスが蓄積していくことは、負債が溜まっていくことと同等以上に大変なことだ。どうしたらいいのか。逆

説的だが、AI 等をそんなに意識することなく、人としてどうすべきかをこれまで以上に考えていくということが重

要な気がする。小さな例を挙げておこう。小生はどういう訳か、道を聞かれることが多い。あるとき、白島で、

ある法律事務所がどこなのかを聞かれた。法律事務所や会計事務所などは周辺に密集しており、分かるわ

けはない。電話して場所を聞くしかないだろう。またあるとき、鉄砲町で、鉄砲町はどの辺りですかと聞かれ

た。「ここも鉄砲町ですよ。」と答えると、「そうですよね、鉄砲町も広いですからね」。両方ともに聞いてきたの

はおばあさんで、前者だったら電話して聞いてあげればよかったし、後者なら鉄砲町のどこへ行くのかをさらに

聞いていけばいい。AIが進んだらどこまで対応するようになるのかは分からないが、いずれにしても働きかけて

いかないとAIは対応しないだろう。でも自ら働きかけていくことがそもそも難しい高齢者も増えていく。それに対

応していくのは、やはり人間しかない。実は両方ともに、聞かれた後、すぐに信号が変わり、ごめんなさいと立ち

去ってしまった。これではダメですね。 

 

＞＞次号は、 1学期「現代中小企業経営論の基礎」 講師 瀬戸 正則先生が担当されます。 

 

◆今週の一冊◆ 

糠谷先生おすすめの一冊です。 

 

『金融の世界現代史』 国際銀行史研究会編 一色出版 

今は大きな変革を迎えている時代であると言われます。これから経済、金融も大きな変遷を遂げていくことで

しょう。しかしその行方を予想することは困難です。自分の生活が大きく変わる中で、その先行きが見通せな

い。そんなとき何を頼りにしたらいいのか。それはこれまでの歴史です。本書は「金融」に焦点を当てて、欧米

アジアの主要国の動向、欧州通貨統合やアジア通貨危機といった重大イベントを切り口に、一般読者でも分

かり易い記述になっています。 

※第 13章「イスラム金融」は糠谷英輝先生が執筆されています。 

 

 

 



◇2018年度 2学期 新規科目のご案内◇ 

■「NPOの立ち上げ・運営とファンドレイズ」  

講師：スポーツ経営学科 准教授 中村隆行 

NPO とは何か、何ができるのか、社会貢献しつつ、持続可能な組織をどうやってつくるのかについて考えま

す。 

★10月 15日（月）開始（毎週月曜全 6回） 

 

■「初級 法人税」  

講師：経済学科 教授 一橋信之 

法人税を初歩から学び、社会人としての常識を養います。会計や税法の知識のない人でも楽しく学べる講座

です。 

★10月 16日（火）開始（毎週火曜全 6回） 

 

■「女性のための投資（基礎編）」  

講師：経営学科 教授 糠谷 英輝 

入門編での知識を深め、自分にとって必要な投資を実践的に考えていきます。（基礎編からの受講も可能で

す。） 

★10月 18日（木）開始（毎週木曜全 6回） 

 

■「コーポレート・ファイナンス基礎」  

講師：経営学科 准教授 幸田圭一朗 

コーポレート・ファイナンス（企業の資金に関するマネジメント）に焦点を当てて、企業の資金調達や投資活動

が企業価値に与える影響について考えます。 

★10月 18日（木）開始（毎週木曜全 6回） 

 

■「よくわかる行動経済学」  

講師：経済学科 准教授 山根智沙子 

2017 年ノーベル経済学賞「行動経済学」について学んでみたい方のために、様々な事例から「行動経済

学」が何を明らかにしているのか紹介します。 

★10月 12日（金）開始（毎週金曜全 6回） 

 

■「工業簿記の基礎」  

講師：教養教育部 教授 餅川 正雄 

日商簿記 2 級の工業簿記の範囲を、標準原価計算や直接原価計算を含めて分かりやすく覚えやすい形で

お伝えします。 

★10月 12日（金）開始（毎週金曜全 6回） 

※科目名からシラバスを閲覧できます。 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/f3huum0000000fuk-att/2018-2-11.pdf
http://www.hue.ac.jp/visitors/local/f3huum0000000fuk-att/2018-2-22.pdf
http://www.hue.ac.jp/visitors/local/f3huum0000000fuk-att/2018-2-41.pdf
http://www.hue.ac.jp/visitors/local/f3huum0000000fuk-att/2018-2-42.pdf
http://www.hue.ac.jp/visitors/local/f3huum0000000fuk-att/2018-2-51.pdf
http://www.hue.ac.jp/visitors/local/f3huum0000000fuk-att/2018-2-52.pdf


◎事務局から◎ 

2学期講座「財務会計・会計監査の基礎」不開講のお知らせ 

2 学期開講予定の「財務会計・会計監査の基礎」が不開講となりました。受講をご検討されていた皆様には

お詫び申し上げます。 

 

2学期、3学期の受講生を募集しております。 

講座の詳細、お申し込みについては次の URLからご確認ください。 

≪キャリアアップ・プログラム≫ 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/careerup/index.html 

≪カルチャー講座≫ 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/culture/index.html 

 

※ご意見・ご感想はこちらまで career-up@hue.ac.jp 

 

※配信解除はこちらから行ってください。 

https://y.bmd.jp/bm/p/f/tf.php?id=0828719345&task=cancel 

 

※広島経済大学 公式ＨＰ http://www.hue.ac.jp/ 

 

発信元：広島経済大学 教育・学習支援センター キャリアアップ・プログラム事務局 (082-871-9345) 
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